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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】内視鏡挿入部１４に形成された湾曲部２２の内
部構造において、節輪４０の内周面から突出した連結ピ
ン４６の先端に保護部材４８を取り付けることによっ
て、内蔵物の傷付きを防止するとともに、内視鏡挿入部
１４の外径を細径化する内視鏡を提供する。
【解決手段】内視鏡１０の湾曲部２２は、節輪４０、４
０同士が連結ピン４６によって連結されて構成される。
連結ピン４６は、湾曲操作用ワイヤ４２をガイドするた
めに先端部が節輪４０の内周面から突出されており、そ
の先端部に保護部材４８が取り付けられている。保護部
材４８は、湾曲部２２の内蔵物、即ち、ライトガイド３
３、信号ケーブル４５、鉗子チューブ５０、送気送水チ
ューブ５２の外周面よりも軟らかい材質で構成され、前
記内蔵物の傷付きを防止する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡挿入部と、該内視鏡挿入部に挿通
された内蔵物と、前記内視鏡挿入部の内周面に形成され
た突起部と、を有する内視鏡において、前記突起部に前
記内蔵物を保護するための保護部材を取り付けたことを
特徴とする内視鏡。
【請求項２】  前記突起部は、湾曲操作用ワイヤをガイ
ドするためのガイド部材であることを特徴とする請求項
１記載の内視鏡。
【請求項３】  前記保護部材は、前記内蔵物よりも軟ら
かい材料で構成されることを特徴とする請求項１記載の
内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内蔵物が挿通配置
されるとともに内周面に突起部が形成された内視鏡挿入
部を有する内視鏡に係り、特に内視鏡挿入部に形成され
た湾曲部の構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡挿入部の先端部には湾曲部が形成
されており、この湾曲部が湾曲操作されて、前記内視鏡
挿入部の先端部が所望の方向に向けられる。前記湾曲部
は、リング状の複数の節輪が連結されて構成され、この
節輪の内部に、湾曲部を湾曲操作するための湾曲操作用
ワイヤが挿通配置されている。節輪の内周面には、複数
のピンが突設され、このピンに形成されたガイド孔に前
記湾曲操作用ワイヤが挿通されてガイドされている。
【０００３】ところで、内視鏡挿入部の内部には、ライ
トガイドや鉗子チューブ等の複数の内蔵物が挿通配置さ
れている。このため、前記湾曲部を湾曲操作すると、前
記内蔵物がピン等の突起部に衝突し、内蔵物に大きな応
力が加わって内蔵物が傷付くという問題が発生する。特
に、ライトガイドは、ガラス繊維を束ねて構成されてお
り、破断し易い。このような問題に対し、特開平９－２
９４７１０号公報に開示された内視鏡は、前記内蔵物を
樹脂チューブ、コイル状の筒体、編状管等によって被覆
することによって、内蔵物を前記突起部から保護してい
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記従
来の内視鏡は、内蔵物を被覆したことによって内蔵物の
外径が大きくなるので、湾曲部の充填率が大きくなると
いう欠点があった。湾曲部の充填率が大きくなると、前
記内蔵物と前記節輪または、前記内蔵物同士が干渉し合
う等、前記内蔵物が湾曲部内をスムーズに動けなくな
り、湾曲部の湾曲操作に悪影響を与える。したがって、
前記従来の内視鏡は、充填率を小さくするために、湾曲
部を太くしなければならなかった。
【０００５】本発明はこのような事情に鑑みてなされた
もので、内視鏡挿入部の内蔵物を傷つけず、且つ内視鏡
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挿入部の外径を細径化することのできる内視鏡を提供す
ることを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明は前記目的を達成
するために、内視鏡挿入部と、該内視鏡挿入部に挿通さ
れた内蔵物と、前記内視鏡挿入部の内周面に形成された
突起部と、を有する内視鏡において、前記突起部に前記
内蔵物を保護するための保護部材を取り付けたことを特
徴とする。
【０００７】本発明によれば、前記突起部に保護部材を
取り付けたので、前記内蔵物が突起部に衝突しても内蔵
物が傷付くことがない。また、本発明によれば、内蔵物
を保護部材で被覆したときのように内視鏡挿入部の充填
率が大きくなることがないので、内視鏡挿入部を細径化
することができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下添付図面に従って本発明に係
る内視鏡の好ましい実施の形態について詳述する。
【０００９】図１に示すように、第１の実施の形態の内
視鏡１０は、手元操作部１２と、この手元操作部１２に
接続された挿入部１４を有している。挿入部１４は、軟
性部２０、湾曲部２２、及び先端硬質部２４から構成さ
れており、前記湾曲部２２は、手元操作部１２に設けら
れた一対の湾曲操作用ノブ２６、２６を回動させること
により遠隔的に湾曲操作され、前記先端硬質部２４が所
望の方向に向けられる。
【００１０】前記手元操作部１２には、鉗子等の処置具
が挿入される鉗子孔３４が設けられるとともに、シャッ
ターボタン２８、吸引ボタン３０、送気・送水ボタン３
２が並設されている。また、手元操作部１２には、ユニ
バーサルコード１６を介してＬＧ（ライトガイド）コネ
クタ１８が連結されている。ＬＧコネクタ１８には、図
示しない光源装置に接続されるライトガイド棒１９が設
けられ、さらにＬＧコネクタ１８には可撓管３６を介し
て電気コネクタ３８が接続されている。なお、図１の符
号５６は、電気コネクタ３８のキャップである。
【００１１】図２に示すように、前記先端硬質部２４の
本体２５の内部には、複数のレンズからなる対物光学系
２７が配設されている。対物光学系２７の後方にはプリ
ズム３１が設けられ、このプリズム３１の出射端側にＣ
ＣＤ（固体撮像素子）２９が設けられている。このＣＣ
Ｄ２９の受光面には、対物光学系２７から取り込まれた
観察像がプリズム３１を介して結像される。この観察像
はＣＣＤ２９によって電気信号に変換され、この電気信
号は基板３７に接続された信号ケーブル４５（図３参
照）を介して図１の電気コネクタ３８からプロセッサ
（図示せず）に出力される。プロセッサに出力された電
気信号は、信号処理回路によって映像信号に変換された
後、モニタ（図示せず）に出力される。なお、図２の符
号３３は図１のライトガイド棒１９に接続されたライト
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3
ガイドであり、ライトガイド棒１９が光源装置（図示せ
ず）に接続されると、光源装置からの照射光がこのライ
トガイド３３の出射端３３Ａから、先端構成部２４に配
設された照射レンズ３５を介して照射される。
【００１２】前記先端硬質部２４の本体２５の先端面に
は、プラスチック製のキャップ３９が取り付けられてい
る。また、本体２５には、湾曲部２２の先端節輪４１が
連結され、この先端節輪４１と前記本体２５とが外皮チ
ューブ４３で被覆されている。
【００１３】前記湾曲部２２は、図２及び図３に示すよ
うに、リング状に形成された複数の節輪４０、４０…を
軸方向に連結することによって構成される。節輪４０の
両端部にはそれぞれ、舌状に形成された一対の重なり部
４４、４４が軸方向に沿って突出して形成されている。
この一対の重なり部４４、４４は、１８０度間隔で配設
されるとともに、反対側の重なり部４４に対して９０度
ずれた配置に形成される。このように構成された節輪４
０は、重なり部４４が、隣接する節輪４０の重なり部４
４と重ね合わされ、その重なり部４４、４４同士が連結
ピン（突起部に相当）４６によって回動自在に連結され
ている。
【００１４】前記節輪４０の内部には、４本の湾曲操作
用ワイヤ４２、４２…が内周面に沿って所定の間隔で配
設されている。湾曲操作用ワイヤ４２、４２…の先端は
それぞれ、前記先端節輪４１に固定されるとともに、湾
曲操作用ワイヤ４２の後端は図１に示した湾曲操作用ノ
ブ２６、２６で回動されるプーリ（図示せず）に接続さ
れている。これにより、前記湾曲操作用ノブ２６、２６
を操作して前記プーリを回動させると、図２の湾曲操作
用ワイヤ４２が押し引き操作され、湾曲部２２が所望の
方向に湾曲される。
【００１５】また、前記湾曲操作用ワイヤ４２は、湾曲
部２２の内部において、前記連結ピン４６のガイド孔４
６Ａに挿通されてガイドされている。連結ピン４６は、
先端部が前記節輪４０の内周面から突出され、その突出
部に前記ガイド孔４６Ａが形成されている。
【００１６】図３、図４に示すように、連結ピン４６に
は、保護部材４８が取り付けられている。保護部材４８
は、連結ピン４６の突出部分を覆う形状に形成され、連
結ピン４６の先端に接着されて固定される。また、保護
部材４８は、湾曲部２２の内蔵物（即ち、ライトガイド
３３、信号ケーブル４５、鉗子チューブ５０、送気送水
チューブ５２）の外周面よりも軟らかい材質（即ち、硬
さ値の小さい材質）によって形成されている。例えば、
ライトガイド３３、信号ケーブル４５がシリコンチュー
ブで被覆され、鉗子チューブ５０、送気送水チューブ５
２がウレタンチューブで被覆されている場合、保護部材
４８はシリコンゴム、ＥＰＤＭ、フッ素ゴム、ウレタン
ゴム等のゴム材によって構成される。
【００１７】次に上記の如く構成された内視鏡１０の作
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用について説明する。
【００１８】図１の手元操作部１２に設けられた湾曲操
作用ノブ２６、２６を回動して湾曲部２２を湾曲操作す
ると、ライトガイド３３や信号ケーブル４５等の内蔵物
は湾曲部２２の内部を移動して、節輪４０の内周面から
突出した連結ピン４６に衝突する。しかし、連結ピン４
６にはゴム材からなる保護部材４８が取り付けられてい
るので、保護部材４８によって緩衝され、前記内蔵物が
傷付くことがない。また、湾曲部２２を湾曲操作させた
ことによって内蔵物が保護部材４８に押圧されながら摺
動した場合、保護部材４８が内蔵物よりも軟らかい材質
で構成されているので、保護部材４８側に傷が発生して
も、内蔵物が傷つくことがない。
【００１９】このように本実施の形態の内視鏡１０によ
れば、湾曲部２２の連結ピン４６の先端に保護部材４８
を取り付けたので、湾曲部２２を湾曲操作した際に内蔵
物が連結ピン４６に接触して傷付くことを防止すること
ができる。
【００２０】また、本実施の形態は、連結ピン４６の先
端に保護部材４８を取り付けたので、各内蔵物の外周面
全体を被覆した場合よりも湾曲部２２の充填率が小さく
なる。したがって、本実施の形態によれば、湾曲部２
２、即ち挿入部１４を細径化することができる。
【００２１】なお、保護部材４８の材質は、上述した実
施の形態に限定されるものではなく、内蔵物の傷付きを
防止できるものであればよい。例えば、保護部材４８
を、ポリフッ化エチレン系繊維、フッ素樹脂やシリコン
樹脂等のプラスチックによって構成する。この場合、内
蔵物が保護部材４８に接触した際にも内蔵物が滑動する
ので、湾曲部２２の湾曲操作に対する抵抗が小さくな
り、湾曲操作性がよい。
【００２２】また、上述した実施の形態では、保護部材
４８を接着によって連結ピン４６に固定したが、これに
限られるものではない。例えば、図５に示す保護部材５
４は、下端部の内側に係合部５４Ａが突出形成され、こ
の係合部５４Ａが連結ピン４６に形成された溝４６Ｂに
係合される。これにより、保護部材５４を連結ピン４６
に着脱自在に取り付けることができ、保護部材５４が傷
付いたり磨耗した際に保護部材５４を容易に交換するこ
とができる。
【００２３】また、図６に示す連結ピン５８は、図４の
連結ピン４６と保護部材４８が一体化されたものであ
り、連結ピン５８そのものが内蔵物よりも軟らかい材
質、例えばプラスチック等で形成されている。この場合
にも上述した実施の形態と同様に、内蔵物の傷付きを防
止することができる。なお、金属製の連結ピン４６をプ
ラスチック等でコーティングしてもよい。
【００２４】また、保護部材４８の形状は、上述した実
施の形態に限られるものではなく、例えば、図７に示す
ように、保護部材４８の一部を円弧状に切り取った形状
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でもよい。この場合、保護部材４８と内蔵物（例えばラ
イトガイド３３）とが面接触するので、保護部材４８に
かかる応力が小さくなり、保護部材４８の傷付きも抑制
することができる。また、保護部材４８の形状は、連結
ピン４６の節輪４０からの突出部分全体を覆うものに限
定されず、内蔵物とする接触部分にのみ取り付けてもよ
い。さらに、保護部材４８を全ての連結ピン４６に取り
付けても、前記内蔵物との接触する度合いの高い一部の
連結ピン４６にのみ取り付けてもよい。
【００２５】また、保護部材４８を取り付ける突起部
は、連結ピン４６に限られるものではない。例えば、図
８に示すように、節輪４０を切り絞り加工して湾曲操作
用ワイヤ４２のガイド部６０を形成した場合、そのガイ
ド部６０の上面に保護部材６２を貼着することによっ
て、内蔵物がガイド部６０に接触して傷付くことを防止
することができる。なお、上記の場合、節輪４０の内部
を保護部材でコーティングしてもよい。
【００２６】また、本発明は、湾曲部２２の構造に限ら
れるものではなく、内視鏡における軟性チューブ、即
ち、挿入部１４やユニバーサルコード１６等において適
用することができる。
【００２７】本実施の形態では図１に示すように、電子
内視鏡の例で説明したが、手元操作部１２に接眼部が設
けられた直視用の内視鏡にも適用できることはいうまで*
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*もない。
【００２８】
【発明の効果】以上説明したように本発明に係る内視鏡
によれば、内視鏡挿入部の内周面の突起部に保護部材を
取り付けて内蔵物が傷付くことを防止したので、内蔵物
を保護部材で被覆したときのように内視鏡挿入部の充填
率が大きくなることがなく、内視鏡挿入部を細径化する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の湾曲部構造が適用された内視鏡の全体
構成図
【図２】第１の実施の形態の湾曲部を示す縦断面図
【図３】図２に示した湾曲部の３－３線に沿う断面図
【図４】図２に示した連結ピンの断面図
【図５】図４と異なる構造の保護部材を示す断面図
【図６】図４と異なる構造の保護部材を示す断面図
【図７】図４と異なる形状の保護部材を示す断面図
【図８】図４と異なる形状の保護部材を示す斜視図
【符号の説明】
１０…内視鏡、１４…挿入部、２２…湾曲部、３３…ラ
イトガイド、４０…節輪、４２…湾曲操作用ワイヤ、４
５…信号ケーブル、４６…連結ピン、４８…保護部材、
５０…鉗子チューブ、５２…送気送水チューブ

【図１】 【図３】
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